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1. 2022年3月期第2四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 18,004 191.2 △119 ― △373 ― 445 ―

2021年3月期第2四半期 6,183 △81.1 △8,103 ― △8,380 ― △13,159 ―

（注）包括利益 2022年3月期第2四半期　　416百万円 （―％） 2021年3月期第2四半期　　△13,342百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第2四半期 26.40 25.08

2021年3月期第2四半期 △1,015.30 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 50,764 10,503 20.7

2021年3月期 48,578 7,237 14.9

（参考）自己資本 2022年3月期第2四半期 10,503百万円 2021年3月期 7,237百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2022年3月期 ― 0.00

2022年3月期（予想） ― ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

１.2022年３月期期末の配当予想は、現時点では未定とさせていただきます。

２.上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式

(非上場)の配当の状況については、後述の「種類株式配当の状況」をご覧ください。

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 38,000 89.6 800 ― 300 ― 400 ― 14.96

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期2Q 13,059,330 株 2021年3月期 13,059,330 株

② 期末自己株式数 2022年3月期2Q 87,712 株 2021年3月期 91,612 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期2Q 12,968,895 株 2021年3月期2Q 12,960,857 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　(将来に関する記述等についての注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

（決算補足資料の入手について）

決算補足資料は、TDnetで同時開示しています。



種類株式の配当の状況

　普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりであります。

（第一種優先株式）

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

　21年３月期 - - - - -

　22年３月期 - 44,000.00 - - -

　22年３月期(予想) - - - 44,000.00 88,000.00

　（注）第一種優先株式は、2021年４月20日に発行したものです。

（第二種優先株式）

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

　21年３月期 - - - - -

　22年３月期 - 15,000.00 - - -

　22年３月期(予想) - - - 15,000.00 30,000.00

　（注）第二種優先株式は、2021年４月20日に発行したものです。
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１．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,594 6,900

売掛金 218 258

営業貸付金 1,936 2,292

商品 163 193

貯蔵品 57 66

前払費用 529 442

その他 532 492

貸倒引当金 △118 △91

流動資産合計 7,912 10,554

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 31,739 31,744

減価償却累計額及び減損損失累計額 △18,108 △18,772

建物及び構築物（純額） 13,631 12,971

機械装置及び運搬具 110 110

減価償却累計額及び減損損失累計額 △108 △108

機械装置及び運搬具（純額） 1 1

工具、器具及び備品 6,343 6,401

減価償却累計額及び減損損失累計額 △5,626 △5,813

工具、器具及び備品（純額） 717 588

土地 15,042 15,042

リース資産 4,436 4,436

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,764 △1,878

リース資産（純額） 2,671 2,557

建設仮勘定 149 146

有形固定資産合計 32,214 31,308

無形固定資産

のれん 60 45

その他 195 153

無形固定資産合計 256 198

投資その他の資産

投資有価証券 105 63

長期貸付金 116 108

長期前払費用 96 99

繰延税金資産 3,131 3,548

敷金及び保証金 4,811 4,948

その他 83 82

貸倒引当金 △150 △149

投資その他の資産合計 8,194 8,702

固定資産合計 40,665 40,209

資産合計 48,578 50,764
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,092 943

短期借入金 11,105 10,520

1年内返済予定の長期借入金 4,689 4,479

未払金 1,802 2,603

未払法人税等 102 317

賞与引当金 416 446

株式報酬引当金 3 2

契約負債 - 2,111

その他 3,132 2,322

流動負債合計 22,345 23,748

固定負債

長期借入金 13,992 11,668

長期リース債務 3,202 3,067

資産除去債務 1,194 1,198

その他 606 578

固定負債合計 18,995 16,512

負債合計 41,340 40,260

純資産の部

株主資本

資本金 5,264 2,000

資本剰余金 5,217 11,476

利益剰余金 △3,118 △2,827

自己株式 △184 △176

株主資本合計 7,178 10,473

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 58 30

その他の包括利益累計額合計 58 30

純資産合計 7,237 10,503

負債純資産合計 48,578 50,764
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 6,183 18,004

売上原価 2,219 6,369

売上総利益 3,964 11,635

販売費及び一般管理費 12,067 11,754

営業損失（△） △8,103 △119

営業外収益

受取利息 1 1

受取保険金 11 1

受取補償金 11 -

為替差益 2 -

貸倒引当金戻入額 0 32

その他 9 7

営業外収益合計 36 43

営業外費用

支払利息 183 194

貸倒引当金繰入額 120 -

支払手数料 - 100

その他 9 2

営業外費用合計 313 297

経常損失（△） △8,380 △373

特別利益

関係会社株式売却益 715 -

補助金収入 987 676

特別利益合計 1,703 676

特別損失

新型コロナウイルス感染症による損失 2,443 -

減損損失 1,464 -

関係会社株式売却損 1,096 -

事業整理損失 739 -

特別損失合計 5,744 -

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△12,420 303

法人税等 807 △142

四半期純利益又は四半期純損失（△） △13,228 445

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △69 -

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△13,159 445
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △13,228 445

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 0 △28

繰延ヘッジ損益 △24 -

為替換算調整勘定 △88 -

その他の包括利益合計 △113 △28

四半期包括利益 △13,342 416

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △13,263 416

非支配株主に係る四半期包括利益 △78 -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（第三者割当による新株式発行及び資本金及び資本準備金の減少）

当社は、2021年２月10日開催の取締役会及び2021年３月30日開催の臨時株主総会において、会社法第447条第

１項及び同法第448条第１項の規定に基づき、第三者割当の方法による第一種優先株式及び第二種優先株式の発

行並びに資本金及び資本準備金の額の減少について決議し、2021年４月20日付で第三者割当増資による払込みを

受け、資本金が1,500百万円、資本準備金が1,500百万円それぞれ増加しております。

また同日付で無償減資を行い、第三者割当増資後の資本金の額を4,764百万円、資本準備金の額を5,210百万円

減少し、全額その他資本剰余金に振り替える処理を行いました。

その結果、当第２四半期連結会計期間末において資本金が2,000百万円、資本準備金が1,500百万円、その他資

本剰余金が9,969百万円となっております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用し、繰延税金資産の回収可能性を検討のうえ計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しています。

（会計方針の変更）

「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。)等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、国内ウェディ

ング事業については、従来、挙式日時点で収益を認識しておりましたが、その内の一部の取引について納品日時点

で収益を認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認

識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほと

んどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第

86項また書き（１）に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変更につい

て、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四半期連結会

計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は71百万円減少し、売上原価は39百万円減少し、営業利益、経常

利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ32百万円減少しております。また、利益剰余金の当期首残高は153百

万円減少しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」に表示していた

「その他」の一部は、第１四半期連結会計期間より「契約負債」に含めて表示することとしました。なお、収益認

識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを行

っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15

項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情

報を記載しておりません。

　

(株)テイクアンドギヴ・ニーズ(4331)　2022年3月期 第2四半期決算短信 

－ 6 －



（追加情報）

（新型コロナウィルス感染拡大に伴う会計上の見積り等について）

当第２四半期連結累計期間において、固定資産の減損、繰延税金資産の回収可能性などの会計上の見積りをす

るに当たり、前事業年度の有価証券報告書に記載した感染拡大に関する仮定に重要な変更はございません。

　

(株)テイクアンドギヴ・ニーズ(4331)　2022年3月期 第2四半期決算短信 
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